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三角すいの回転 

 

 下の図の三角すいＡＢＣＤにおいて，点Ｍは辺ＣＤを二等分し，角ＡＢＣは９０度です。三角すいＡＢＣ

Ｄを，辺ＡＣを軸に１回転させるとき，以下の問いに答えなさい。円周率は３.１４とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）辺ＡＤが通過する部分の面積を求めなさい。 

 

 

（２）三角形ＡＣＢとＡＣＤの両方が通過する部分の体積を求めなさい。 
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（１）回転において点Ｄが描く線は，図①の辺ＡＣと垂直に交わる線ＤＬを半径とする円の円周になります。

ＡＭと辺ＣＤは垂直に交わるので，斜線部分の三角形ＡＣＭは３辺の長さの比が２７：３６：４５＝３：

４：５の直角三角形になります。太線でかこんだ三角形ＣＤＬは三角形ＡＣＭと相似形なので，ＤＬの

長さは，５４×
４

５
＝４３.２（㎝）です。 

   点Ａは回転軸ＡＣ上にあるので，辺ＡＤが通過する部分は図②のように円すいの側面となります。よ

って，（母線）×（半径）×（円周率）＝４５×４３.２×３.１４＝６１０４.１６（㎝２）です。 

 

   図①              図② 
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（２）図③の三角形ＡＤＬと図④の三角形ＡＢＣは合同なので，辺ＡＢの長さは４３.２㎝です。三角形Ａ

ＢＣは３辺の長さの比が，１２.６：４３.２：４５＝７：２４：２５の直角三角形です。 

 

 

   図③           図④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   三角形ＡＣＢとＡＣＤが回転によって通過する部分は，図④においてＡＣを軸に三角形ＡＣＢとＡＣ

Ｄを１回転させたときにできる図⑤の円すいを組みあわせた立体です。よって，重なり合う部分は，図

④の三角形ＡＣＥが通過する立体です。 

 

   図④              図⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＣＦ：ＦＥ＝３：４，ＦＥ：ＦＡ＝７：２４であることから，ＣＦ：ＦＥ：ＦＡ＝21：28：96， 

  21＋96＝117＝４５㎝，28＝４５×
２８

１１７
＝
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（㎝）です。よって，重なり合う部分の体積は， 
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